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地域で育てる
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村の将来像●自立・活力・協働による元気な村の創造
　

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
と
は
、

「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い

る
学
校
の
こ
と
を
指
し
、
学
校
と
地
域

が
一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も
の
成
長
を
支

え
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を

進
め
る
た
め
の
仕
組
み
で
す
。　
　

「
学
校
運
営
協
議
会
」
と
は
、
教
育
委

員
会
が
保
護
者
や
地
域
住
民
か
ら
委
員

を
任
命
し
、
学
校
の
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
協
議
し
、
学
校
運
営
に
積
極
的
に

参
画
し
て
い
く
た
め
の
組
織
で
す
。

　

戸
沢
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
地
域

の
学
校
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
を
各
校

で
設
置
し
、
学
校
と
地
域
と
が
深
い
か

か
わ
り
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

支
援
す
る
体
制
を
作
っ
て
参
り
ま
し
た
。

「
学
校
運
営
協
議
会
」
は
、
そ
れ
を
さ

ら
に
一
歩
進
め
た
か
た
ち
で
、
一
定
の

権
限
と
責
任
を
持
っ
て
学
校
運
営
の
基

本
方
針
を
承
認
し
た
り
教
育
活
動
に
つ

い
て
意
見
を
の
べ
た
り
し
な
が
ら
、
学

校
の
様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
て
知
恵

と
力
を
貸
し
て
い
た
だ
く
、言
わ
ば
「
学

校
の
応
援
団
」
と
い
え
る
も
の
で
す
。

図
に
表
わ
す
と
下
の
図
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

 
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

 
「
学
校
運
営
協
議
会
」
と
は
？

「地域の子どもは地域で育てる」
コミュニティ・スクールがスタートしました

校長

村教育委員会

地域住民

熟議と参画

県教育委員会

地域学校協働本部

～ 戸沢学園学校運営協議会 ～

○学校の指定

○委員の任命

　　　 ～委員・事務局～
体育協会・民生児童委員・保護者
地域住民代表・社会教育委員
関係団体代表・関係機関職員
校長・教頭・学社融合推進員　等

戸沢村コミュニティー・スクール

【地域とともにある学校】のイメージ図

教育課程内外の自然体験学習・伝統文化体験
安全の確保　環境整備　放課後の居場所作り
家庭教育支援　図書・英語等の学習支援　等

指定・任命

○学校運営の
　基本方針
　
○学校運営・
　教育活動

説明

承認

意見

説明

連携・協力

連携意見
説明・広報

人
事
に
関
す
る
意
見

運営に関する意見
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近
年
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

を
導
入
す
る
学
校
は
、
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
平
成
28
年
4
月
現
在
、
全
国

で
２
，
８
０
６
校
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、

平
成
24
年
と
比
べ
て
も
、
2
倍
以
上
増

加
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
の
導
入
校
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
戸
沢
村
で
は
先

駆
け
て
導
入
を
行
い
、
地
域
と
学
校
と

が
一
体
と
な

っ
た
、
教
育

活
動
を
進
め

て
い
き
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
。

 
増
加
傾
向
に
あ
る

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
校

 

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
？

　４月14日（金）に、学校運営協議会委員の辞令交
付式を戸沢学園にて行いました。協議会委員として
お願いする19名の方々に委嘱状を交付するとともに、
「学校運営協議会の目的と今後期待すること」につ
いて、教育長より講話をいただきました。
　その後の共育推進研究所全員研修会では、西川町
教育委員会より、「保護者や地域の皆さんに学校運
営に参画いただくことで、そのニーズを迅速かつ的
確に反映させることができる」など、西川町の事例
を交えた講演をしていただきました。

　５月２日（火）に、初の運営協議会を行いました。
会の中では、学校運営協議会会長に名高の「冨澤善
右衛門」氏、副会長に古口の「冨樫髙弘」氏を選任
いたしました。
　また、今年度の学園の経営方針の承認の他、小中
一貫校としてのメリット・デメリットについても話
し合われました。
　今後も、会議や研修会などを通して、子どもたち
のよりよい成長を見守る体制を推進していきたいと
思います。

○学校と地域の活性化の
一助に

○児童・生徒の学力向上
が期待できる

○学校・地域の教育力の
向上が期待できる

○保護者、地域による学
校支援活動が活発に

○地域連携の取り組みが
実施しやすく

○特色ある学校づくりの
一助に

○学校と地域とが情報を
共有することができる

○教職員が子どもと向き
合う時間が増加する

短期的な

効果

中期的な

効果

長期的な

効果

学校運営協議会委員辞令交付式第１回学校運営協議会
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【
消
防
庁
長
官
表
彰
伝
達
】

＊
永
年
勤
続
功
労
章
（
１
名
）

本
部
分
団
長	

木
村　

武
夫

＊
永
年
勤
続
退
団
者
（
20
名
）
15
年
以
上

第
4
分
団
副
分
団
長	

安
食　

民
弘

第
2
分
団
第
3
部
部
長	

星
川
美
千
也

第
1
分
団
第
3
部
部
長	

高
山　

裕
紀

第
1
分
団
第
2
部
部
長	

小
屋　

一
夫

第
1
分
団
第
1
部
第
2
班
班
長	

八
鍬　

英
樹

第
1
分
団
第
3
部
第
2
班
班
長	

荒
川　

知
明

第
3
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

斉
藤　
　

晃

第
2
分
団
第
3
部
第
1
班
団
員	

松
田　

勝
弘

第
3
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

斉
藤　

清
勝

第
3
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

今
井　
　

徹

第
2
分
団
第
3
部
第
2
班
団
員	

柿
崎　

克
彦

第
2
分
団
第
3
部
第
2
班
団
員	

増
山　

和
博

第
1
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

星
川　

俊
也

第
3
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

阿
部　
　

哲

第
4
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

早
坂　
　

寛

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

安
食　

道
明

第
1
分
団
第
2
部
第
1
班
団
員	

竹
田　

昌
宏

第
1
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

岡
村
与
士
和

第
3
分
団
第
2
部
部
長	

鷹
濱　
　

学

第
1
分
団
第
1
部
第
2
班
団
員	

高
橋　

陽
一

第
1
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

加
藤　
　

健

【
山
形
県
知
事
表
彰
伝
達
】

＊
金
条
章	

第
2
分
団
第
2
部

＊
特
別
功
労
章
（
3
名
）

第
3
分
団
副
分
団
長	

細
矢　
　

強

第
1
分
団
副
分
団
長	

八
鍬　

英
樹

第
4
分
団
第
2
部
部
長	

早
坂　

孝
之

＊
功
労
章
（
2
名
）

第
2
分
団
副
分
団
長	

荒
木　

秀
一

第
1
分
団
第
3
部
部
長	

伊
藤　
　

悟

＊
功
績
章
（
3
名
）

第
1
分
団
第
2
部
部
長	

二
戸
部
義
勝

第
2
分
団
第
2
部
部
長	

横
田　

潤
平

第
4
分
団
第
2
部
第
3
班
班
長	

田
中　

秀
利

＊
精
錬
章
（
3
名
）

第
1
分
団
第
1
部
部
長	

星
川　

昭
仁

第
3
分
団
第
1
部
部
長	

田
口　
　

修

第
3
分
団
第
2
部
部
長	

柿
崎　
　

修

＊
永
年
勤
続
退
団
者
（
10
名
）
20
年
以
上

第
4
分
団
副
分
団
長	

安
食　

民
弘

第
2
分
団
第
3
部
部
長	

星
川
美
千
也

第
3
分
団
第
１
部
第
3
班
団
員	

斉
藤　
　

晃

第
2
分
団
第
3
部
第
1
班
団
員	

松
田　

勝
弘

第
3
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

斉
藤　

清
勝

第
3
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

今
井　
　

徹

第
2
分
団
第
3
部
第
2
班
団
員	

柿
崎　

克
彦

第
2
分
団
第
3
部
第
2
班
団
員	

増
山　

和
博

第
１
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

星
川　

俊
也

第
3
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

阿
部　
　

哲

第
4
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

早
坂　
　

寛

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
伝
達
】

＊
精
績
章
（
1
名
）

第
4
分
団
分
団
長	

秋
葉　

栄
悦

【
山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

＊
竿
頭
綬	

第
4
分
団
第
2
部

＊
永
年
勤
続
章
30
年
（
2
名
）	

本
部
分
団
長	

木
村　

武
夫

第
３
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

齊
藤　

智
弥

＊
永
年
勤
続
章
25
年
（
3
名
）

第
2
分
団
第
3
部
第
2
班
班
長	

安
食　

信
一

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

鈴
木　

弘
喜

第
4
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

阿
部　

勝
一

＊
永
年
勤
続
章
20
年
（
8
名
）

第
1
分
団
副
分
団
長	

八
鍬　

英
樹

第
1
分
団
第
1
部
部
長	

星
川　

昭
仁

第
2
分
団
第
2
部
部
長	

横
田　

潤
平

第
3
分
団
第
2
部
第
1
班
班
長	

青
柳　
　

睦

第
4
分
団
第
1
部
第
2
班
団
員	

大
山
建
一
郎

第
3
分
団
第
1
部
第
2
班
団
員	

秋
保　

直
人

第
1
分
団
第
2
部
第
1
班
団
員	

岸　
　

修
一

第
4
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

阿
部　

輝
喜

＊
永
年
勤
続
章
15
年
（
11
名
）

第
3
分
団
第
2
部
部
長	

柿
崎　
　

修

第
2
分
団
第
1
部
第
1
班
班
長	

影
澤　
　

誠

平成 29 年度　戸沢村春季消防演習
　4月29日（土）、平成29年度春季消防演習が行われ、村内の消防団
員約300名が参加し、日頃の練習の成果を披露しました。
　当日は、分列行進や放水訓練の他、全国大会を
控える女性消防団員による消防操法訓練などが行
われ、参加した消防団員は、それぞれの
動きや連携の確認をしていました。
　これからも訓練を欠かさず、
戸沢村の安心・安全を守ってい
ただきたいと思います。
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第
2
分
団
第
3
部
第
2
班
団
員	

安
食　

浩
和

第
1
分
団
第
1
部
第
2
班
団
員	

星
川　

和
也

第
1
分
団
第
3
部
第
2
班
団
員	

石
沢　

裕
仁

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

秋
葉　

孝
幸

第
4
分
団
第
1
部
第
2
班
団
員	

柿
崎　

悠
樹

第
１
分
団
第
1
部
第
2
班
団
員	

矢
口　

圭
介

第
２
分
団
第
2
部
第
1
班
団
員	

樋
渡　

新
栄

第
1
分
団
第
3
部
第
1
班
団
員	

石
塚　

洋
一

第
4
分
団
第
2
部
第
1
班
団
員	

早
坂　

陽
一

＊
優
良
消
防
団
員
（
6
名
）

第
4
分
団
第
2
部
第
1
班
班
長	

三
原　

雄
一

第
2
分
団
第
1
部
第
1
班
班
長	

影
澤　
　

誠

第
3
分
団
第
2
部
第
2
班
班
長	

皿
嶋　
　

浩

第
1
分
団
第
1
部
第
1
班
班
長	

木
村　

弘
樹

第
2
分
団
第
2
部
第
1
班
班
長	

阿
部　

将
洋

第
4
分
団
第
2
部
第
3
班
団
員	

田
中　

智
史

【
山
形
県
消
防
協
会
最
上
支
部
長
表
彰
】

＊
銀
条
章	

第
1
分
団
第
2
部

＊
優
功
章
（
3
名
）

本
部
分
団
長	

齊
藤　

輝
仁

第
4
分
団
第
1
部
部
長	

大
山　

浩
昭

第
4
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

大
山　

和
昭

＊
精
励
章
（
4
名
）

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
班
長	

秋
葉　

健
一

第
3
分
団
第
2
部
第
1
班
班
長	

青
柳　
　

睦

第
4
分
団
第
2
部
第
2
班
班
長	

田
中　

友
和

第
1
分
団
第
3
部
第
2
班
班
長	

佐
々
木
秀
幸

【
戸
沢
村
長
表
彰
】

＊
永
年
勤
続
退
団
者
（
20
名
）
15
年
以
上

第
4
分
団
副
分
団
長	

安
食　

民
弘

第
2
分
団
第
3
部
部
長	

星
川
美
千
也

第
1
分
団
第
3
部
部
長	

高
山　

裕
紀

第
1
分
団
第
2
部
部
長	

小
屋　

一
夫

第
1
分
団
第
1
部
第
2
班
班
長	

八
鍬　

英
樹

第
1
分
団
第
3
部
第
2
班
班
長	

荒
川　

知
明

第
3
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

斉
藤　
　

晃

第
2
分
団
第
3
部
第
1
班
団
員	

松
田　

勝
弘

第
3
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

斉
藤　

清
勝

第
3
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	
今
井　
　

徹

第
2
分
団
第
3
部
第
2
班
団
員	

柿
崎　

克
彦

第
2
分
団
第
3
部
第
2
班
団
員	

増
山　

和
博

第
1
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

星
川　

俊
也

第
3
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

阿
部　
　

哲

第
4
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

早
坂　
　

寛

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

安
食　

道
明

第
1
分
団
第
2
部
第
1
班
団
員	

竹
田　

昌
宏

第
1
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

岡
村
与
士
和

第
3
分
団
第
2
部
部
長	

鷹
濱　
　

学

第
1
分
団
第
1
部
第
2
班
団
員	

高
橋　

陽
一

第
1
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

加
藤　
　

健

【
戸
沢
村
消
防
団
長
表
彰
】

＊
優
良
消
防
団
員
（
17
名
）

本
部
団
員	

田
中　

美
香

第
2
分
団
第
3
部
第
2
班
班
長	

安
食　

信
一

第
2
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

八
鍬　
　

悟

第
1
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

森　
　

直
樹

第
3
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

加
藤　
　

学

第
3
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

柿
崎　

貴
之

第
2
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

大
川　

信
介

第
1
分
団
第
1
部
第
2
班
団
員	

星
川　

和
也

第
２
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

荒
川　

卓
也		

第
3
分
団
第
2
部
第
1
班
団
員	

柳
田　

裕
樹

第
1
分
団
第
2
部
第
1
班
団
員	

早
坂　

清
未

第
3
分
団
第
1
部
第
2
班
団
員	

門
脇　

孝
博

第
3
分
団
第
2
部
第
1
班
団
員	

芦
原　

政
也

第
4
分
団
第
2
部
第
3
班
団
員	

田
中　

祐
太

第
4
分
団
第
2
部
第
3
班
団
員	

田
中　

大
亮

第
4
分
団
第
2
部
第
3
班
団
員	

田
中　

貴
弘

第
4
分
団
第
2
部
第
3
班
団
員	

田
中　

雄
稀

＊
機
械
器
具
管
理
優
良
賞
（
2
）

第
2
分
団
第
2
部
第
2
班

第
3
分
団
第
2
部
第
1
班

【
戸
沢
村
長
感
謝
状
贈
呈
】

平
成
28
年
9
月
2
日　

野
口
地
区
杭
小
屋
火
災

・
火
災
発
見
お
よ
び
１
１
９
番
通
報	

	

真
室
川
町	　

後
藤　

宏
志　

様

・
初
期
消
火
活
動
協
力

	

大
蔵
村	　

小
野　

陽
一　

様

春季演習
ＳＮＡＰ
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村の将来像●自立・活力・協働による元気な村の創造

　
5
月
29
日
（
月
）、
戸
沢
小
学
校
5
年
生
に

よ
る
田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
域
の
方
々
が
集
ま
り
、
苗
の
取

り
方
や
植
え
方
な
ど
を
指
導
し
な
が
ら
、
一
緒

に
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
田
植
え

初
体
験
の
児
童
も
お
り
、
ぬ
か
る
む
田
ん
ぼ
で

泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
も
、
丁
寧
に
苗
を
植
え

て
い
ま
し
た
。

元
気
に
育
て
！
　
　
　
　

戸
沢
小
学
校
田
植
え
体
験

小学生と中学生が初の合同運動会
「戸沢小中学校春季大運動会」

　５月21日（日）、戸沢村陸上競技場にて、「第１
回戸沢村立戸沢小中学校　春季大運動会」が開催さ
れ、小学１年生から中学３年生までが白熱した戦い
を繰り広げました。
　小中一貫校となってから、初めて合同での開催と
なった今回の運動会では、子どもたちの頑張る姿
に、多くの声援が送られ、会場は大いに盛り上がっ
ていました。
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　４月24日（月）、戸沢村役場にて、「自衛隊募集相談員」
の委嘱状交付式が行われ、佐々木好昭氏（津谷）、山崎昇
氏（蔵岡）の２名の方が、自衛隊山形地方協力本部より委
嘱を受けました。
　募集相談員は、自衛隊と地元とのかけ橋として、志願者
への広報資料による説明や相談、ポスターの掲示など募集
協力をお願いしています。お二方には、これから様々な広
報活動や相談活動に携わっていただきます。
　任期は、平成31年３月31日までの２年間となります。

　５月21日（日）、畑ケわらび園の開園式が行われ、村内
外から100名を超える来場者が集まり、わらびの収穫を楽
しんでいました。
　わらびの収穫の後には、参加者に旬の山菜の入った山菜
汁やわらびのおひたしが振る舞われ、早速、旬の山菜に舌
鼓を打っていました。
　畑ケわらび園は、７月２日（日）まで開園しています。（月
曜、金曜日は定休日）この機会にぜひ、角川のわらびを収
穫してみてはいかがでしょうか。

「自衛隊募集相談員」委嘱状交付式

旬の山菜を収穫！畑ケわらび園開園

　５月14日（日）、第30回東京戸沢会総会がグランドヒル
市ヶ谷にて開催され、平成29年度の事業計画等について
審議が行われました。当日は、東京戸沢会より、赤羽チャ
リティ物産市の収益金から東京都北区社会福祉協議会と戸
沢村社会福祉協議会に寄附金が贈呈されました。
　また、６月23日（金）～ 24日（土）にかけて、東京戸
沢会30周年記念事業として会員による「ふるさと訪問」、
11月12日（日）には、赤羽公園にて、「チャリティ物産市」
が開催されることが決定しています。

第 30 回東京戸沢会総会が開催されました

　

4
月
30
日
（
日
）、「
第
6
回
公
益
社

団
法
人
山
形
県
柔
道
整
復
師
会
会
長
杯

争
奪　

少
年
少
女
柔
道
大
会
・
柔
道
形

協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
、
小
学
5
年
生

の
部
に
お
い
て
、
丹
野
道
場
所
属
の
三

浦
遥
人
選
手
（
中
沢
）
が
優
勝
を
果
た

し
、
山
形
県
選
抜
メ
ン
バ
ー
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

三
浦
選
手
は
、
10
月
8
日
（
日
）
に

東
京
の
講
道
館
で
開
催
さ
れ
る
「
日
整

全
国
少
年
柔
道
大
会
」
に
お
い
て
、
団

体
戦
の
山
形
県
選
抜
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

全
国
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

三
浦
選
手
が
全
国
大
会
へ
！
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５
月
21
日
、
千
葉
県
幕
張
メ
ッ
セ
で

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
及
び
新
規

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
申
請
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
は
「
立
山
黒
部
」
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
に
は
、「
島
根
半
島
」「
土
佐

清
水
」「
十
勝
岳
」「
那
須
烏
山
」
５
地

域
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

ジ
オ
の
素
晴
ら
し
い
素
材
を
生
か
し
た

取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
中
で

も
「
十
勝
岳
」
に
お
き
ま
し
て
は
今
も

火
山
性
微
動
が
続
く
中
、
火
山
防
災
に

取
り
組
み
住
民
一
丸
と
な
っ
て
防
災
に

取
り
組
む
姿
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
見
送
り
に

な
り
ま
し
た
が
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、

「
島
根
半
島
」「
十
勝
岳
」
が
現
地
審
査

へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。
昨
年
度
、
月

山
ジ
オ
パ
ー
ク
は
残
念
な
が
ら
ゴ
ー
ル

を
目
の
前
に
見
送
り
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
来
年
度
の
月
山
ジ
オ
パ
ー
ク

認
定
に
向
け
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、「
地
球
・
大
地
（
ジ

オ
：G

eo

）」
と
「
公
園
（
パ
ー
ク
：

Park

）」
と
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
で

「
大
地
の
公
園
」
を
意
味
し
地
球
を
学

び
丸
ご
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
場
所

を
言
い
ま
す
。
山
や
川
を
み
て
そ
の
成

り
立
ち
や
仕
組
み
を
知
っ
た
時
、
見

慣
れ
た
景
観
が
一
度
に
色
を
鮮
や
か
に

感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
景
色
が
、

何
千
年
何
億
年
の
と
い
う
歳
月
を
か
け

て
作
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
知
れ
ば
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
は
地
球
の
活
動
な
し
に

は
存
在
し
え
な
い
こ
と
を
理
解
し
ま
す
。

大
地
の
上
に
広
が
る
動
植
物
や
生
態
系

の
中
で
、
私
た
ち
人
は
生
活
し
、
文
化

や
産
業
を
築
き
歴
史

を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
三
つ
の

要
素
の
つ
な
が
り

を
楽
し
く
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
申
請

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
催

ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
な
ぁ
に
？

平成29年度の

地区会長が決まりました

　平成29年度の各地区会長が決定しましたので、
お知らせします。
　今後とも、各地区会の代表として、村政への
ご協力よろしくお願いします。

地　区　名 会　長　名 備　考 地　区　名 会　長　名 備　考
岩 清 水 地 区 山 科 伸 一 古 口 （ 裏 ） 地 区 土 田 英 悦
金 打 坊 地 区 松 田 和 幸 古 口 （ 下 ） 地 区 山　内　登美男
津 谷 地 区 髙 橋 　 茂 監　事 上台・猪ノ鼻地区 寺 内 恵 一 副会長
向 名 高 地 区 柿 𥔎 孝 一 理　事 山 ノ 内 地 区 井 上 　 正 監　事
名 高 地 区 荒 川 　 忍 理　事 中 沢 地 区 甲 州 和 芳
濁 沢 地 区 柿 﨑 孝 一 副会長 滝 ノ 下 地 区 安　食　喜一郎 会　長
神 田 地 区 岸 　 利 吉 理　事 十 二 沢 地 区 秋 保 敏 明
杉 沢 地 区 柿　𥔎　喜与志 下 本 郷 地 区 安 食 健 市
野 口 地 区 小 野 賢 一 上 本 郷 地 区 安 食 捷 雄
上 松 坂 地 区 中 鉢 義 之 畑 ケ 地 区 齋 藤 竹 良
下 松 坂 地 区 星 川 新 一 綱 取 地 区 早 坂 　 敏
向 松 坂 地 区 黒 坂 好 幸 元 屋 敷 地 区 早 坂 嘉 弘
蔵 岡 地 区 芦 原 光 喜 理　事 与 吾 屋 敷 地 区 早 坂 孝 一
岩 花 地 区 安 食 達 也 片 倉 地 区 羽 賀 孝 慶
出 舟 地 区 長 沢 吉 弥 平 根 地 区 田 中 昭 一
真 柄 地 区 細 矢 義 弘 理　事 勝 地 地 区 田 中 明 美 理　事
古 口 （ 上 ） 地 区 佐 藤 一 夫 上 野 地 区 田 中 敏 喜 監　事
古 口 （ 中 ） 地 区 山 内 　 弘 沢 内 地 区 阿 部 光 一 理　事
※網掛けは、平成29年度より新たに地区会長になられた方です
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翻
訳
で
き
な
い
世
界
の
こ
と
ば

　
外
国
語
の
な
か

に
は
、
他
の
言
語

に
訳
す
と
き
に
一

言
で
は
言
い
表
せ

な
い
よ
う
な
各
国

固
有
の
言
葉
が
存

在
す
る
。
世
界
一

ユ
ニ
ー
ク
な
単
語
集
。
言
葉
の
背
景
に

あ
る
文
化
や
歴
史
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
微
を
楽
し
み
な
が
ら

探
究
で
き
る
。（
創
元
社
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
事
典

ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た
?!

　
笑
え
て
、
ち

ょ
っ
と
た
め
に

な
る
！
生
き
物

た
ち
の
お
ど
ろ

き
の
真
実
。
思

わ
ず
つ
っ
こ
み
た
く
な
る
い
き
も
の

１
２
２
種
。（
髙
橋
書
店
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

み
て
み
て　

お
か
あ
さ
ん　
　

Ｌ
Ｅ
Ｅ

　
こ
の
ご
ろ
淋

し
げ
な
み
な
ち

ゃ
ん
。
そ
れ
は

お
か
あ
さ
ん
が
、

赤
ち
ゃ
ん
の
お

世
話
で
毎
日
忙
し
い
か
ら
。

　
お
ね
え
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
女
の
子
の

気
持
ち
を
柔
ら
か
な
空
気
感
で
描
い
た
、

注
目
の
2
人
の
作
家
に
よ
る
、
初
め
て

の
コ
ラ
ボ
絵
本
！
（
白
泉
社
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

Ｒ
ｅ
：
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
異
世
界
生
活

１
～
５　
　
　
　
　
　
　

長
月　

達
平

　
突
如
、
コ
ン

ビ
ニ
帰
り
に
異

世
界
へ
召
喚
さ

れ
た
ひ
き
こ
も

り
学
生
の
菜
月

昴
。
知
識
も
技

術
も
武
力
も
コ

ミ
ュ
能
力
も
な
い
、
な
い
な
い
尽

く
し
の
凡
人
が
、
チ
ー
ト
ボ
ー
ナ

ス
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
放

り
込
ま
れ
た
異
世
界
で
必
死
こ
い

て
生
き
抜
く
。（
原
作
あ
ら
す
じ

よ
り
）

　　　

次
回
は
６
月
５
日
（
月
）

午
後
七
時
か
ら
八
時
半
ま
で
図
書

室
が
開
い
て
い
ま
す
。

　
　毎

週
木
曜
日

午
後
二
時
五
十
分
～
三
時
四
十
分

　
大
人
同
士
で
、

好
き
な
本
に
つ

い
て
語
り
合
い

ま
せ
ん
か
？

く
れ
よ
ん
の
日

本

の

時

間

あ
た
ら
し
い
本
は
い
り
ま
し
た
♪

〜図書室から〜 vol.49

　

す
っ
か
り
山
菜
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

♪
　

5
月
に
は
仙
台
市
よ
り
2
つ
の
中
学
校

を
教
育
旅
行
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

都
会
の
子
供
た
ち
は
ど
う
感
じ
る
の
か

心
配
な
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
各
体
験

メ
ニ
ュ
ー
を
存
分
に
楽
し
み
、
食
卓
に
並

ん
だ
新
鮮
な
山
菜
料
理
も
堪
能
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
泊
で
は
で
き
な
い
体
験
を
し
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
！　

き
っ
と

戸
沢
村
を
思
い
出
す
日
が
来
る
は
ず
！

　

教
育
旅
行
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

方
す
べ
て
の
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

地域おこし協力隊

鈴 木 英 策さん

地域おこし

協力隊
奮闘記Vol.18
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　介護保険がどのように運営されているのか、保険料がどのように決められているのか等、介護保険制度や仕
組みについて説明させていただきます。保健師による介護予防（健康づくり）についてのお話等もあります。
事前の申し込みも不要で、どなたでもご参加いただけますので、ぜひお越しください。
日　　時　平成29年６月14日（水）　18：30 ～
場　　所　戸沢村役場　３階会議室
問合せ先　健康福祉課　医療介護係　☎72-2364（内線143）

　特定健診はメタボリックシンドロームをはじめとする生活習慣病を発見することを目的とし、自分自身の健
康状態を振り返るためにも大切な機会です。生活習慣病の発症を防ぐことにより、将来の医療費を節約するた
めにも受診することをおすすめします！
　検診の申し込みや日程などの変更がありましたら、下記までご連絡ください。なお、特定健診未申込みの方
には受診勧奨の電話をしますので、よろしくお願いします。
問合せ先　健康福祉課　健康推進係　☎72-2364（内線146）

期　　間　平成29年６月１日（木）～ 12月31日（日）
対 象 者　平成29年度中に40,	45,	50,	55,	60,	65,	70歳になる方
検診費用　500円
検診内容　問診及び歯周病組織検査
医療機関　山形県内の歯科医療機関（一部を除く）
問合せ先　健康福祉課　健康推進係　☎72-2364（内線146）

　「ふるさと納税制度」は、平成20年度から始まりましたが、年々その件数と金額が飛躍的に増加しており、
最近の３年間の状況は次のとおりとなっています。
　村では、いただいた寄附を、寄附された方の意向を尊重しながら基金として積み立てし、有効に活用させて
いただいております。また、寄付金額に応じてお米、牛肉、果物、お酒などのお礼の品物をお贈りしていると
ころです。戸沢村の魅力のPRや産業振興のために、できる限り村内産品を活用していきたいと考えております。

寄附状況 件　　数 金　　額

平 成 2 6 年 度 1 2 2 件 1 5 5 万 円

平 成 2 7 年 度 6 9 6 件 7 2 5 万 円

平 成 2 8 年 度 5 , 1 4 1 件 5 , 5 8 3 万 円

　村の自慢の逸品を全国へ発信するチャンスです。みなさんが大事に手がけられた農産物や工芸品など「お礼
の品物」としてご提案いただける商品がございましたら、是非ご連絡・ご相談をお待ちしております。
　産品の品質や数量など、返礼品として活用できるかを検討させていただき、たくさんの村内産品を返礼品の
対象にできるよう考えて参ります。
　なお、お米に関しては募集対象外と致します。あらかじめご了承ください。
＜問合せ・相談先＞　総務課政策調整係　ふるさと納税担当　☎72-2111

健 康 福 祉 課 か ら の お 知 ら せ

総 務 課 か ら の お 知 ら せ

介護保険説明会のご案内

年に1回は特定健診を受けましょう

歯周病検診のお知らせ

ふるさと納税「お礼の品物」を募集します
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　村内の河川一斉清掃を実施しますので、ご協力ください。この事業は、山形県と各市町村が主催する「きれ
いな川で住みよいふるさと運動」の一環として、戸沢村では地区住民の参加により河川や地区内の清掃・美化
活動にこれまで取り組んできました。今年度も下記の日程により実施しますので、積極的な参加をお願いします。
開　催　日　平成29年６月25日（日）
ゴミの回収　午前６時30分から回収を開始します
回収できないゴミ　流木・土砂・農機具・家電製品・タイヤなどの粗大ゴミ
問 合 せ 先　建設水道課建設係　☎72-2547

村営住宅　真柄団地201号室（１室）
募集期間　平成29年６月１日（木）から14日（水）
入居条件　①住宅に困窮していること　　　　②同居する親族がいること
　　　　　③暴力団員ではないこと　　　　　④収入月額が、基準額158,000円以下であること
　　　　　⑤税金などを滞納していないこと（同居人含めて）
問合せ先　建設水道課建設係　☎72-2547

　山菜取りなどで山に入る場合は、クマに出会う危険視がありますので、つぎのことに十分気を付けるように
してください。
　☆クマから見れば森林は自分の領分。人は侵入者です。

冬眠から目覚めたクマは餌を探して動き回ります。山菜を採るのに夢中になり周囲への注意が散漫になる
とクマと遭遇することになります。

☆音の出るもので、人の存在をクマに知らせましょう。

クマも食べるのに夢中になり、人の接近に気付かない場合がありますので、ラジオやクマよけの鈴など音
の出るものを持って山に入りましょう。

☆子連れのクマに注意しましょう。

子グマを見かけたら付近に親グマがいる可能性があります。周囲に注意しながら、できるだけ早く遠ざか
りましょう。

回収日程　平成29年６月16日（金）	 ９：30	～ 11：00まで	 戸沢地区　神田ライスセンター
	 13：00 ～ 14：00まで	 古口地区　真柄集荷場前
	 14：15 ～ 14：45まで	 角川地区　角川米倉庫前
負 担 金　農家負担金は廃ビニール類１㎏あたり税込み17円
　　　　　　　　　　　育苗箱は１枚17円と致します
　　　　　※負担金は、回収時に重量を計測しますので、現金でお支払い願います
問合せ先　産業振興課農政係　☎72-2527

建 設 水 道 課 か ら の お 知 ら せ

産 業 振 興 課 か ら の お 知 ら せ

危 機 対 策 課 か ら の お 知 ら せ

河川一斉清掃の実施について

公営住宅入居者募集

山でのクマに対する注意について

平成29年度春季農業用廃ビニール類の一斉回収について
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日　　時　６月27日（火）	 時　　間　９：00～ 12：00
場　　所　戸沢村中央公民館	 定　　員　10名程度
参 加 費　200円	 持 ち 物　はさみ、洗濯バサミ、メジャー
申込締切　６月13日（火）
問合せ先　戸沢村中央公民館　☎72-2304　※事前にお申し込みください。

対　　　象：戸沢村出身者で、看護師を養成する大学・学校等に在籍し、最上地域で就業する意思のある方
貸　与　額：月額５万円（卒業までの最短年数が上限）
返還の免除：看護師資格取得後10年以内に5年以上、最上地域に居住し、最上地域の医療機関（県立病院や県

の施設を除く）で看護師・准看護師として勤務した場合は、修学資金の返還を免除します。その
ほかに、就労期間に応じて一部返還を免除する制度があります。

申 込 期 間：平成29年６月１日（木）～平成29年６月30日（金）
問 合 せ 先：戸沢村教育委員会　☎0233-72-3242

　「月山登拝道角川口」は８方10口のひとつで、	中世（12から16世紀）の頃、羽黒口に劣らぬほど栄えたとす
る言い伝えがあり、「今熊野大権現縁起書」によると「施行台に48の宿坊があり、参拝者で市をなすほどだった。
宝暦６年（1756年）６月２週間で１万２千人が参拝した」との記述があります。
　これまで角川地区の有志により実施されてきましたが、高齢化やその作業の厳しさにより事業の継続が危ぶ
まれている現状です。教育委員会では、その保存事業として毎年道方を残す刈り払い事業を実施しています。
　つきましては、下記の通り、実施予定ですので、関心のある方は是非応募くださるようお願いします。詳細
については、事業説明会等を実施しますので、併せて是非出席ください。
主　　催　戸沢村教育委員会	 委 託 先　有志による団体を結成し、委託・実施します
実 施 日　平成29年７月16日・17日（日・月）の１泊２日※山中での野宿になります。16日（日）日帰り可。
作業内容　刈り払い、荷物搬送　	 保　　険　委託料により加入します
募集人数　10名程度『申込期限６月20日（火）』	 問合せ先　教育委員会　☎72-2304

　現在、平成30年度完成予定の戸沢小・中学校のグラウンド整備を行っ
ています。工事に伴い、旧戸沢中学校敷地内の桜や松などの樹木を伐採
します。工事完了後、一連の学校整備事業の完成を記念し、新たに桜の
記念植樹を村民の皆様と行う予定です。

　平成８年に地域の方々に御寄付をいただき完成した旧古口小学校の相撲場でしたが、閉校により活用されな
くなり、また、土台の腐食や屋根に蜂の巣等があり危険なため今回解体いたしました。
みなさんの気持ちを次に繋げたく、土俵の土等を保管し、新しい小学校の相撲場に活用させていただきます。

教 育 委 員 会 か ら の お 知 ら せ

「クラフトバンド講座」〜初級編〜

月山登拝道「角川口」の刈り払いに参加してみませんか？

戸沢学園グラウンド工事に伴う樹木伐採について

旧古口小学校の相撲場を解体しました

看護師育成修学資金制度がスタートします！



●13●

2 0 1 7 . 6 . 1  N o . 5 4 7

規制区間内にお住いの皆様へ

大雨による国道47号通行止めにご理解願います

1. 事前通行規制区間とは
　「事前通行規制区間」とは、大雨によって発生した過去の道路災害（がけ崩れや地滑り等）の記録から、大雨により
連続雨量が規制値に達した場合、道路を利用する皆様の安全を確保するために災害が発生する前に全面通行止めを実
施する区間です。
　新庄国道維持出張所管内には「事前通行規制区間」が3箇所あります。
　　　　・国道13号　金山町外沢　～　真室川町及位　※主寝坂道路（自動車専用道路）は通行可
　　　　・国道47号　新庄市畑　～　戸沢村蔵岡　※迂回路あり（国道458号・（主）新庄戸沢線）
　　　　・国道47号　戸沢村猪ノ鼻　～　戸沢村草薙
　これらの区間では降り始めからの雨量が規制値である150㎜を超えると全面通行止めになります。

2. 規制区間内にお住いの方へのご対応について
（1）猪ノ鼻地区にお住まいの方
　・新庄方面から帰宅の場合・・・原則通行止めですが、事情がある場合は遮断機にいる誘導員に住所を証明できる
　　　　　　　　　　　　　　　　もの（免許証など）を提示し、自らの責任において自宅まで通行してください。
　・酒田方面から帰宅の場合・・・危険ですので通行できません。国道112号へ迂回するか、一時避難場所「白糸集会
　　　　　　　　　　　　　　　　所」へお願いします。

（2）土湯地区にお住まいの方
　・新庄方面から帰宅の場合・・・危険ですので通行できません。国道112号へ迂回するか、一時避難場所「戸沢村
　　　　　　　　　　　　　　　　役場」へお願いします。
　・酒田方面から帰宅の場合・・・原則通行止めですが、事情がある場合は遮断機にいる誘導員に住所を証明できる
　　　　　　　　　　　　　　　　もの（免許証など）を提示し、自らの責任において自宅まで通行してください。

（3）高屋地区にお住いの方
　　・新庄方面から帰宅の場合・・・危険ですので通行できません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　一時避難場所「戸沢村役場」へお願いします。
　　・酒田方面から帰宅の場合・・・危険ですので通行できません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　一時避難場所「白糸集会所」へお願いします。

3. 規制時における緊急車両への対応
（1）緊急車両（警察・消防・救急）は通行を認める。（ただし通行は自己責任）
（2）役場、JR、東北電力、NTTなど公共的な機関で緊急に通行を要する車両は通行を認める。（ただし通行は自己責任）

　

お問い合わせ先　国土交通省　山形河川国道事務所　新庄国道維持出張所
　　　　　　　　〒996-0041　山形県新庄市大字鳥越字舟田608-2
　　　　　　　　TEL0233-22-1581　FAX0233-22-8396
　　　　　　　　ホームページ　http://www.thr.mlit.go.jp/yamagata/syucho/shiniji/index.html

新 庄 国 道 維 持 出 張 所 平 成 2 9 年 6 月
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　平成29年５月29日（月）から、全国の登記所（法務局）において、各種相続手続に利用することができる
「法定相続情報証明制度」が始まりました。この制度は、法定相続人が誰であるのかを登記官が証明するもの
です。この制度を利用することで、各種相続手続で戸籍謄本の束を何度も出し直す必要がなくなります。
　手続き先が複数ある場合、手続きが同時に進められる等、とても便利な制度となっておりますので、ぜひご
活用ください。
　発行に必要な書類等、詳しくは法務局のホームページ又は、下記までお問い合わせください。
【問合せ先】山形地方法務局新庄支局　☎0233-22-7528

法定相続情報証明制度が始まりました！
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　労働保険料（労災保険と雇用保険）の申告・納付の手続きはお済ですか。
　労働保険料の申告・納付期限は「７月10日（月）」です。まだ手続きが
お済でない事業主の方は、お近くの金融機関（日本銀行歳入代理店に限
る）又は労働基準監督署で申告・納付の手続きを行ってください。
　なお、申告・納付期限の間際は労働基準監督署の窓口及び駐車場が大
変混み合いますので、申告書集合受付会場で手続きを行ってくださいま
すようお願いします。申告書の作成にあたって不明な点がございました
ら、コールセンター☎0120-335-546にお問い合わせください。

労働保険料の申告・納付に関するお知らせ
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１、野良猫に餌付けをすると、個人の飼い猫と見なされ様々な責任が
伴います。繁殖やフン尿の被害に加え、タヌキなどの野生動物も
集まってきます。人間本位の考えでの餌付けは、猫も人も不幸に
します。最後まで責任を持てない餌付けはやめましょう。

２、飼い主にはペットがその命を終えるまで適切に飼う責務がありま
す。しかし、万が一飼えなくなった場合は、新たな飼い主を探す
ことも責任の一つです。

　　　最上保健所のホームページ「犬猫電子掲示板」の「新しい飼い
主探しコーナー」も利用できます。

問合せ先　最上保健所生活衛生室　☎29-1261

　６月１日～ 10日は「電波利用環境保護
周知啓発強化期間」です。電波は、ルール
を守って正しく使いましょう。電波の混信・
妨害についてのお問い合わせは、総務省東
北総合通信局相談窓口　☎022-221-0641
まで。

　返しきれない借金でお困りの方、まずはお電話を。相談は秘
密厳守・無料。
相談専用電話　023-641-5201
場　　所　山形市緑町2-15-3
受　　付　月曜日～金曜日（祝日・年末年始除く）
問合せ先　山形財務事務所理財課　☎023-641-5178

　平成25年４月１日以後に開始する
有期労働契約について、同一の事業
主との間で、有期労働契約が反復更
新されて５年を超えた場合、有期契
約労働者の申込みにより、期間の定
めのない労働契約（無期労働契約）
に転換されます。
　詳しくは、山形労働局雇用環境・
均等室　☎023-624-8228まで。

　集団予防接種でＢ型肝炎になった
人とその家族を対象とした弁護士に
よる無料相談会です。
※申込者優先、当日会場での申込可。
　個人情報厳守
日　時　６月24日（土）
　　　　13：30 ～ 16：00
場　所　新庄市民プラザ　小ホール
問合せ先　☎025-223-1130

総務省からのお知らせ

犬・猫の飼い方について

借金返済に関する相談窓口

弁護士によるＢ型肝炎

特別措置法無料相談会

ご存じですか？

無期転換ルール

健康カレンダー（6月）

日程 内容 場所 時間
6日 人間ドック 最上検診センター 7：00～

7日 健康相談・結果報告会
沢内公民館 9：30～
平根公民館 13：30～

13日 母親教室・母子健康手帳交付 保健センター 13：30～

16日 健康相談・結果報告会
改善センター 9：30～
向名高公民館 13：30～

20日 人間ドック 最上検診センター 7：00～

28日 健康相談・結果報告会
神田公民館 9：30～
津谷公民館 13：30～

30日 総合健診 中央公民館 7：00～

募集種目 募集資格 募集人員 受付〆切 試験日 合格発表
自衛官候補生

（陸海空：男子）
18歳以上、
27歳未満 若干名 ６月16日（金） ６月25日（日） ７月７日（金）

自 衛 官 等 募 集
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●お問い合わせ先　新庄地域事務所　☎0233−22−5057
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村の人口と世帯
（4月末現在） 4,759人（ー7人）〈男2,290人（ー6人）、女2,469人（ー1人）〉1,631世帯（＋6世帯）※（  ）内の数値は、3月末との比較

表紙のことば
　表紙は、戸沢小学校５年
生による田植えの様子です。
　当日は、機械は一切使わ
ず、昔ながらの手植えを行
い、泥だらけになりながらも、
一つひとつ丁寧に植えてい
る姿が印象的でした。

　村の将来を担う子どもたちの健やか成長をお祝いするとともに、これからも元気で育ってほ
しいとの願いを込めて、戸沢村の満一歳になる子どもさんを紹介します。
　今月は、４月に満一歳を迎えた子ども達です。（①ご両親の名前　②地区名　③ご両親から
お子様へのメッセージ）

①樋渡　新栄さん・真衣子さん

②津谷

③末っ子の甘えん坊さん。これからも笑

　顔いっぱい大きくなーれ！

も か

樋渡　希唯ちゃん
き い

4月20日

生まれ

4月27日

生まれ

満一歳児（４月生まれ）満一歳児（４月生まれ）

平成29年度５月１日発行の「広報とざわ５月号」の記事『平成29年度職員配置図』において、誤りがございました。
■地域包括支援センター　誤：小沼美紀　→　正：村上万里子　小沼美紀
■古口保育所　誤：横田一枝　田中恵里香　→　正：横田一枝　斉藤陽子　田中恵里香
以上のように訂正し、ここに謹んでお詫び申し上げます。

柿　　望香ちゃん

①柿　　大輔さん・彩貴さん

②向名高

③ニコニコ癒し系のもか！これからも姉

　妹仲良く元気に育ってね。

●16 ●


